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Profile 
‣1984年山口県出身  
‣鶴見区馬場在住 
‣神奈川大学法学部卒 
‣よこはま健康友の会会長  
‣横浜東民商顧問  

自 民 ・ 他 会 派 の 『 条 件 反 射 的 反 対 』 を 問 う

意見書：地方から国へ声を届ける仕組み 

3 月 25 日の本会議最終日に議案とともに意見書

の採択についても諮られました。意見書とは、議会が

地方自治法の規定に基づき、国会や国の関係省庁な

どに対し、制度改善の要望など、議会としての意思を

まとめた提出する文書のことをいいます。 

地方議会で様々な課題を議論する際に、どうしても

自治体だけでは解決しきれない問題や国の制度の拡

充が必要な問題があり、国の姿勢を動かすために現

場の地方議会からその課題や現場の実態・声を伝え

ることができます。 

共産党県議団としては、毎議会おおよそ３つ程度の

意見書を提案しており、今回は「PFASの基準値見直

し等と血中濃度検査の実施を求める意見書（案）」、

「選択的夫婦別姓制度の実現を求める意見書（案）」、

「大学等の授業料値上げを抑えるための支援と高等

教育の無償化を求める意見書（案）」を提案しました。 

内容問わず『共産党提案は反対』上

の表を見てもわかるように、私たち県議団は、意見

書案の採決にあたっては、提案会派を問わずその

中身が住民にとって適切であるかどうかを基準に

賛否を判断しています。 

しかし、自民党は共産党の意見書に賛成をした

ことがありません。そして他の会派もなぞるよう

に自民党と同じ態度をとり続けています。今回共

産党から提案したいずれの意見書案についても、

住民の健康や氏に関する人権、学びの権利とどれ

も大事で、国政では反対していないものもありま

す。 

 国政では、選択的夫婦別姓や学費無償化を掲げ

ている野党の会派がなぜこの意見書に反対なのか

全く解せません。 

 こうした矛盾を見るにつれ、国でも地方でも一

貫した姿勢の共産党の議席の意義を感じています。 


